
ビューローベリタスジャパン株式会社　殿

【鉄筋コンクリート造等の共同住宅等用】　 ※の欄を工事施工者が記入のこと

印　　　

現場代理人氏名
印

施工(管理)者署名

（一次）　適・不適　　　　　　　　（二次）　適・不適

平成　　年　　月　　日

評価（責任）者署名

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第一面）

評価対象建築物の名称※

建設住宅性能評価の検査を行うにあたり、施工状況報告書を提出します。

この施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。

住所

評価対象建築物の概要※

電話

検査者署名

評価対象建築物の所在地※
地名地番：

住居表示：

構造(　　　　　造)　階数(地下　　階、地上　　階)　総住戸数(　　　　戸)

工事施工者※

氏名又は名称

総合判定結果

検査年月日



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認
※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

構造の安定 その他 免震建築物 □ 有 □ 施工図 □ 免震層 適 適

□ 免震材料 ・ ・

□ 上部構造 不適 不適

□ 免震 □ 下部構造

□ その他 □ 落下・挟まれ防止

□ 表示

□ 管理に関する計画

火災時の 開口部 □ 有 □ サッシ図 □ 特定防火設備（令１１２条） 適 適

安全に関 □ 等級3 □ 認定書 □ 防火設備（第２条第９号２ロ） ・ ・

すること □ 等級2 □該当なし □ 防火設備（第６４条） 不適 不適

□ 等級1 □ その他

□ ガラスの種別（　　　　　　　　）

外壁の構造 □ 有 □ 施工写真 □ 外壁の構造（ＲＣ造厚さ7㎝以上）

□ 等級4 軒裏の構造 □ 施工図 □ その他（　　　　　　　　　　　）

□ 等級3 □該当なし

□ 等級2 □ 施工写真 □ 軒裏の構造（ＲＣ造厚さ7㎝以上）

□ 等級1 □ 施工図 □ その他（　　　　　　　　　　　）

劣化に関 劣化対策 外壁の □ 有 □ □ 外壁の仕上げ材 適 適

すること 仕上げ材 不適 不適

維持管理 共用排水管 □ 有 □ 設備施工図 □ 共用立管の掃除口の位置は、最上階

更新への の掃除口と 又は屋上、最下階及び3階以内おきの

配慮に関 点検措置 中間階、又は15ｍ以内ごと 適 適

すること □ その他 ・ ・

□ 共用立管の点検（露出又は開口） 不適 不適

□ 等級3 □ その他

□ 等級2 □ 横主管の掃除口の位置は15ｍ以内

□ 等級1 □ その他

□ 横主管の点検（露出又は開口）

□ その他

□ 内面平滑かつ清掃に影響を及ぼすよ

更新対策  うなたわみ、抜けその他変形がない

□ その他

□ 等級3 配管点検口 □ 有 □ 設備施工図 □ 排水管の接合部は点検口又は露出

□ 等級2 （注１） □ その他

□ 等級1 □ 給水管の接合部・バルブは点検口又は露出

□ その他

□ ガス管の接合部・バルブは点検口又は露出

□ その他

横主管の □ 有 □ 設備施工図 □ 人通口設置

ピット内等

の措置 □ その他

配管補修 □ 有 □ 設備施工図 ・排水管・給水管・ガス管

の措置 □ 露出

（注１） □ ＭＢ内又はＰＳ内

□ ピット内又は天井内

排水管 □ 有 □ 施工図等 はつり工事の軽減措置あり

貫通部 接続替えの措置等

排水管 □ 有 □ 施工図等 □ 設置スペースの有無 Ａ、Ｃ 適 適

新たな □ その他の措置 Ａ、Ｃ 不適 不適

設置余地

排水管 □ 有 □ 施工図等 □ 設置位置 Ａ、Ｃ 適 適

立管位置 不適 不適

（注１）共用給湯管がある場合は別紙にて提出

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　（第二面）

1.住棟評価用

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

Ｃ

耐震(その他)

耐火等級

Ａ、Ｃ

耐火等級

Ａ、Ｃ

Ａ

維持管理

Ａ、Ｃ

対策等級

(共用配管)

(共用排水管）

Ａ、Ｃ

Ａ、Ｃ

Ａ、Ｃ



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認
その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

火災時の 感知警報 感知警報 □ 有 □ 納品書 □ 自火報又は同等品 適 適

安全に関 設備 □ 施工図 □ 住警器又は同等品 ・ ・

すること □ □ その他 不適 不適

□ 該当なし

□ 等級4 □ 全ての居室、台所、階段

□ 等級3 □ 廊下、階段又は一の居室、台所

□ 等級2 □ その他

□ 等級1 □ 施工図 □ 警報部分の設置箇所（住戸内に設置）

□ その他

感知警報 □ 有 □ 納品書 ・感知器

設備 □ 施工図 □ 共同住宅用自火報、又は同等品

□ □ 住戸用自火報、又は同等品

□ その他

□ 該当なし

□ 等級4 □ 感知器設置場所（当該階・直下の階）

□ 等級3 □ その他

□ 等級2 ・警報機

□ 等級1 □ 自動で鳴動

□ その他

□ 警報器設置場所（当該階・直下の階）

□ その他

排煙形式 □ 有 □ 施工図 □ 開放型廊下

□ □ 自然排煙

□ 機械排煙（一般）

□ 該当なし □ 機械排煙（加圧式）

□ その他

平面形状 □ 有 □ 施工図 □ ２方向避難型

耐火等級 □ □ 直通階段隣接型

(避難経路) □ その他（注：この場合のみ耐火等級記入）

□ 等級3 耐火等級 □ 有 □ サッシ図 □ 特定防火設備（令１１２条）

□ 等級2 (避難経路) □ 認定書 □ 防火設備（第２条第９号２ロ）

□ 等級1 □ □ その他

脱出対策 □ 有 □ 施工図 □ 直通階段に直接通ずるバルコニー

□ 該当なし □ □ 隣戸に通ずるバルコニー

□ 避難器具（　　　　　　　　　　）

維持管理 専用排水管 □ 有 □ 設備施工図 □ 内面平滑かつ清掃に影響を及ぼすよ 適 適

□ うなたわみ、抜けその他変形がない ・ ・

□ その他 不適 不適

□ 等級3 □ 掃除口の設置

□ 等級2 □ 清掃可能な措置のトラップの設置

□ 等級1 □ その他

点検口 □ 有 □ 設備施工図 □ 設備機器との接合部の点検可能

□ □ 設備機器との接合部が露出

□ その他

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　（第三面）

住戸タイプ名称

検査対象住戸番号

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

Ａ、Ｃ

装置設置

等級

（自住戸）

感知警報

Ａ、Ｃ

装置設置

等級

（他住戸）

避難安全

Ａ、Ｃ

対策

脱出対策

Ａ、Ｃ

維持管理

Ａ、Ｃ

対策等級

(専用配管)



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 納品書 □ 断熱材の種類（　　　　　　　　）
適 適

□ 写真 □ 屋根の断熱構造 ・ ・

□ 施工図 □ 天井の断熱構造 不適 不適

□ 等級4 □ 外壁・界壁の断熱構造

□ 等級3 □ 床の断熱構造

□ 等級2 開口部 □ 有 □ 施工図 □ ガラスの種類（　　　　　　　　）

□ 等級1 □ 窓等の仕様（　　　　　　　）

□ ドアの仕様（　　　　　　　）

□ 適用除外の窓の面積（　　　　　　　）

□ 有 □ 施工図 □ 庇・軒等の状態

□ □ 付属部材の設置状態

□ □ 窓・ドアの仕様

□ □ 適用除外の窓の面積

□

□

□ 有 □ 納品書 □ 断熱材の種類（　　　　　　　　）
適 適

□ 写真 □ 屋根の断熱構造 ・ ・

□ 施工図 □ 天井の断熱構造 不適 不適

□ 等級5 □ 外壁・界壁の断熱構造

□ 等級4 □ 床の断熱構造

□ 等級1 開口部 □ 有 □ 施工図 □ ガラスの種類（　　　　　　　　）

□ 該当なし □ 窓等の仕様（　　　　　　　）

□ ドアの仕様（　　　　　　　）

□ 適用除外の窓の面積（　　　　　　　）

□ 有 □ 施工図 □ 庇・軒等の状態

□ □ 付属部材の設置状態

□ □ 窓・ドアの仕様

□ □ 適用除外の窓の面積

□

□

□ 有 □ 納品書 □ 暖房方式

□ 設備図 □ 冷房方式

□ 施工図 □ 換気設備方式

□ 工事写真 □ 給湯設備

□ カタログ □ 照明設備

□ 太陽光発電設備等

□ コージェネレーション設備

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　（第四面）

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

Ａ、Ｃ

開口部の日射遮
蔽措置

躯体の断熱性能
等、結露防止及
び熱橋部対策

設備機器に係る
概要

温熱環境・エネル
ギー消費量に関
すること

5-1
断熱等性
能等級

5-2
一次エネル
ギー消費量
等級

躯体の断熱性能
等、結露防止及
び熱橋部対策

Ａ、Ｃ

開口部の日射遮
蔽措置



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

空気環境 内装及び □ 有 □ 出荷証明書 居室 適 適

に関する 天井裏等 □ 工場認定書 □ 製材等 ・ ・

こと □ 自社成績書 □ 特定建材 不適 不適

□ 第三者機関 □ その他

□ 等級3  試験成績書 特定建材　　　　JIS表示（F　　　）

□ 等級2 □ 認定印写真 屋根裏等

□ 等級1 □ □ 製材

□ 特定建材

□ その他

□ 等級3 □ 換気設備

□ 等級2 □ 通気止め・気密層等

□ 特定建材　　　　JIS表示（F　　　）

居室の □ 有 □ 施工図 □ 換気方式（第１種）

換気対策 □ □ 換気方式（第２種）

□ 換気方式（第３種）

□ 施工図 □ 端末換気口の設置

□ □ ドアのアンダーカット、又は開口

□ 有 □ サッシ図 □ 開口部の位置と大きさ

□ 木建図 □ ドアのアンダーカット、又は開口

□ 有 □ 機械換気・自然換気以外の方法

局所換気 □ 有 □ 施工図 □ 台所の機械換気有り

対策 □ □ 台所の機械換気無し

□ 台所の換気窓有り

□ 台所の換気窓無し

□ 施工図 □ 浴室の機械換気有り

□ □ 浴室の機械換気無し

□ 浴室の換気窓有り

□ 浴室の換気窓無し

□ 施工図 □ 便所の機械換気有り

□ □ 便所の機械換気無し

□ 便所の換気窓有り

□ 便所の換気窓無し

光・視 □ 有 □ 計算書 □ 居室の床面積の合計　　（　　　　㎡） 適 適
環境 □ 施工図 □ 居室の開口部面積の合計（　　　　㎡） ・ ・

北：（　　%） □ 単純開口率　　（　　　　％）以上 不適 不適

東：（　　%） 方位別 □ 有 □ 計算書 □ 方位別開口部面積の合計

南：（　　%） 開口比 □ 施工図 　東　（　　  　㎡）   南　（　  　　㎡）

西：（　　%） □ 　西　（　　  　㎡）   北　（　　  　㎡）

真上：（　　%） 真上（　  　　㎡）

□ 建物の位置及び方位

ホルム

Ａ、Ｃ

アルデヒト

対策

（居室）

（天井裏等）

換気対策

Ａ、Ｃ

Ａ、Ｃ

単純開口 単純開口率

Ａ、Ｃ

率及び

方位別

開口比

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　（第五面）

※当該方位に居室開口部が存在しない 

場合は、- と表記し、0%と読み替える 



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

階段 □ 有 □ 階段施工図 □ 階段幅750㎜以上

□ 階段幅1200㎜以上 適 適

□該当 □ けあげ230㎜以下 Ａ、Ｂ ・ ・

　無し □ 踏面150㎜以上 不適 不適

□ 手摺又は側壁 Ａ

※ （第三面）（第四面）（第五面）は選択した等級のページに記入すること。

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第六･七面）

高齢者等への配
慮に関すること

Ａ、Ｂ高齢者等

配慮対策

等級

(専用部分)

等級１

施工状況報告欄
性能表示
事項※

施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 □ 転落防止手摺高さ 適 適
床面から1100㎜以上 ・ ・

□ 躯体図 □ 傾斜路の勾配1/8以下 不適 不適

□ 該当無し

□ 有効幅員1200㎜以上

□ 有効幅員1600㎜以上

□ 有 □ 階段施工図 □ 蹴上げ200㎜以下

踏面240㎜以上 適 適

階段幅1200㎜以上 ・ ・

□ 蹴上げ220㎜以下 不適 不適

踏面210㎜以上

階段幅750㎜以上

□ 手摺又は側壁の設置 Ａ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第八面）

Ａ、Ｂ

高齢者等への配
慮に関すること

共用廊下 Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

共用階段
等級１

高齢者等

配慮対策

等級

(共用部分)

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

部屋の配置 □ 有 □ 内装施工図 □ 特定寝室と同一階に便所を配置 Ａ 適 適
□ 有 □ 内装施工図 □ 沓ずりと玄関外側の段差20㎜以下 Ａ、Ｂ ・ ・

□ 沓ずりと玄関土間段差5㎜以下 Ａ、Ｂ 不適 不適
・浴室出入口の段差

□ 単純段差20㎜以下

□
高低差120㎜以下、またぎ高さ180㎜以下
かつ手摺設置
・非接地階のバルコニー出入口段差

□ 単純段差180㎜以下

□ 単純段差250㎜以下、かつ手摺設置

□ またぎ段差180㎜以下かつ手摺設置

□ 有 □ 階段施工図 □ 階段幅750㎜以上 適 適

□ 階段幅1200㎜以上 ・ ・

□ 勾配22/21㎜以下かつ 不適 不適
550㎜≦ 蹴上×２＋踏面≦650㎜

かつ195㎜≦踏面

□ ホームエレベーター設置

□ 蹴込み寸法30㎜以下

□ ホームエレベーター設置

□ まわり階段以外

□ まわり階段で狭いほうから30㎝の位

置で規定寸法を確保

□ 有 □ 内装施工図 □ 階段手摺の設置(勾配45°超は両側)

□ 該当無し

□ 階段手摺高700㎜～900㎜

□ 該当無し 適 適

□ 便所手摺設置 Ａ ・ ・

□ 浴槽出入のための手摺設置 Ａ 不適 不適

□ 玄関手摺設置、又は下地補強あり Ａ

□ 脱衣室手摺設置、又は下地補強あり Ａ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

Ａ、Ｂ

段差

高齢者等

配慮対策

等級

高齢者等への配
慮に関すること

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

階段

(専用部分)

等級２

手摺

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ、Ｂ

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第六面）

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 ・バルコニー転落防止のための手摺

□ 床面から1100㎜以上

650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 腰壁から800㎜以上 適 適

　　　300㎜≦腰壁高さ＜650㎜ ・ ・

□ 床面から1100㎜以上 不適 不適

腰壁高さ＜300㎜

・２階以上窓転落防止のための手摺

□ 床面から800㎜(３階以上1100㎜)以上

650㎜≦窓台高さ＜750㎜(3階以上800
)□ 窓台から800㎜以上

　　　300㎜≦窓台高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

窓台高さ＜300㎜

□ 該当無し

・廊下・階段転落防止のための手摺

□ 床面・踏面先端から800㎜以上

　　　650㎜≦腰壁高さ＜800㎜

□ 腰壁から800㎜以上

腰壁高さ＜650㎜

□ 該当無し

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

高齢者等

配慮対策

等級

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第七面）

転落防止のため
の手摺

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

(専用部分)

高齢者等への配
慮に関すること

等級２

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 □ 手摺高さ700㎜から900㎜ Ａ、Ｂ 適 適

□ 転落防止手摺床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　　腰壁高さ＜650㎜

□ １階住戸

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 躯体図 □ 経路上の段差なし Ａ、Ｂ

□ 経路上の高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（勾配1/12以下、又は高低差80㎜

　以下なら1/8以下）

□ 有効幅員1200㎜以上

□ 有効幅員1600㎜以上

□ 有 □ 階段施工図 □ 有効幅員1200㎜以上

□ 有効幅員900㎜以上

□ 有効幅員750㎜以上

□ 踏面240㎜以上かつ

550㎜≦蹴上×２＋踏面≦650㎜

□ エレベーター利用可

□ 蹴込み寸法30㎜以下 適 適

□ エレベーター利用可 ・ ・

□ 最上段の食込み無し Ａ 不適 不適

□ 最下段の突出無し Ａ

□ 手摺の設置700㎜～900㎜ Ａ、Ｂ

□ 転落防止手摺段鼻から1100㎜以上

　　650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　腰壁高さ＜650㎜

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

検査
項目※

性能表示
事項※

確認内容※
変更

有無※

高齢者等への配
慮に関すること

共用廊下

共用階段

(共用部分)

高齢者等

配慮対策

等級

Ａ、Ｂ

判定結果

Ａ、Ｂ

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第八面）

検査
方法

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

等級２

関連図書※

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

部屋の配置 □ 有 □ 内装施工図 □ 特定寝室と同一階に便所を配置 Ａ 適 適
□ 有 □ 内装施工図 □ 沓ずりと玄関外側の段差20㎜以下 Ａ、Ｂ ・ ・

□ 沓ずりと玄関土間段差5㎜以下 Ａ、Ｂ 不適 不適
・浴室出入口の段差

□ 単純段差20㎜以下

□
高低差120㎜以下、またぎ高さ180㎜以下
で手摺設置
・非接地階のバルコニー出入口段差

□ 単純段差180㎜以下

□ 単純段差250㎜以下、かつ手摺設置

□ またぎ段差180㎜以下かつ手摺設置

□ 有 □ 階段施工図 □ 階段幅750㎜以上 適 適

□ 階段幅1200㎜以上 ・ ・

□ 勾配22/21㎜以下、かつ 不適 不適
550㎜≦ 蹴上×２＋踏面≦650㎜

かつ195㎜≦踏面

□ ホームエレベーター設置

□ 蹴込み寸法30㎜以下

□ ホームエレベーター設置

□ まわり階段以外

□ まわり階段で狭いほうから30㎝の位

置で規定寸法を確保

□ 有 □ 内装施工図 □ 階段手摺の設置(勾配45°超は両側)

□ 該当無し

□ 階段手摺高700㎜～900㎜

□ 該当無し 適 適

□ 便所手摺設置 Ａ ・ ・

□ 浴槽出入のための手摺設置 Ａ 不適 不適

□ 玄関手摺設置、又は下地補強あり Ａ

□ 脱衣室手摺設置、又は下地補強あり Ａ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

配慮対策

等級

高齢者等

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

段差

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

階段

　施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第六面）

Ａ、Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ、Ｂ

高齢者等への配
慮に関すること

(専用部分)

等級３

手摺

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 ・バルコニー転落防止のための手摺

□ 床面から1100㎜以上

650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 腰壁から800㎜以上

　　　300㎜≦腰壁高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

腰壁高さ＜300㎜

・２階以上の窓転落防止のための手摺 適 適

□ 床面から800㎜(３階以上1100㎜)以上 ・ ・

650㎜≦窓台高さ＜750㎜(3階以上800
)

不適 不適

□ 窓台から800㎜以上

　　　300㎜≦窓台高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

窓台高さ＜300㎜

□ 該当無し

・廊下・階段転落防止のための手摺

□ 床面・踏面先端から800㎜以上

　　　650㎜≦腰壁高さ＜800㎜

□ 腰壁から800㎜以上

腰壁高さ＜650㎜

□ 該当無し

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 有 □ 内装施工図 □ 最小有効幅780㎜以上

□ 柱等の箇所750㎜以上 適 適

□ 玄関出入口750㎜以上 Ａ、Ｂ ・ ・

□ 浴室出入口600㎜以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

□ その他の出入口750㎜以上

（軽微な改造を含む）

□ 有 □ ＵＢ施工図
□

浴室は短辺の内法1200㎜以上、かつ、内
法面積1.8㎡以上

Ａ、Ｂ

□ 内装施工図 □ 便所の長辺1300㎜以上（軽微な改造含
）□ 便器の前方、又は側方に500㎜以上

　（ドアの開放、又は軽微な改造による長
さを含む）

適 適

□ 便器の形式は腰掛式 Ａ ・ ・

□ 特定寝室内法面積9㎡以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

高齢者等

配慮対策

(専用部分)

等級３

等級

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

寝室、便所　及び
浴室

Ａ、Ｂ

通路及び出入口
の幅員

高齢者等への配
慮に関すること

Ａ、Ｂ転落防止のため
の手摺

Ａ、Ｂ

　施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第七面）

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 □ 手摺高さ700㎜から900㎜ Ａ、Ｂ 適 適

□ 転落防止手摺床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　　腰壁高さ＜650㎜

□ １階住戸

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 躯体図 □ 経路上の段差なし Ａ、Ｂ

□ 経路上の高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（勾配1/12以下、又は高低差80㎜以下な
ら1/8以下）

□ 有効幅員1200㎜以上

□ 有効幅員1600㎜以上

□ 有 □ 階段施工図 □ 有効幅員1200㎜以上 適 適

□ 有効幅員900㎜以上 ・ ・

□ 有効幅員750㎜以上 不適 不適

□ 踏面240㎜以上かつ

550㎜≦蹴上×２＋踏面≦650㎜

□ エレベーター利用可

□ 蹴込み寸法30㎜以下

□ エレベーター利用可

□ 最上段の食込み無し Ａ

□ 最下段の突出無し Ａ

□ 手摺の設置700㎜～900㎜ Ａ、Ｂ

□
転落防止手摺段鼻から1100㎜以上
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　腰壁高さ＜650㎜

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 有 □ ＥＶ施工図 □ 出入口幅800以上 Ａ、Ｂ

□ エレベーターホール1500角以上 Ａ、Ｂ

□ 経路上の段差なし Ａ、Ｂ 適 適

□ 経路上の高低差なし ・ ・

□ 経路上の高低差あり 不適 不適

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第八面）

検査
項目※

性能表示
事項※

判定結果
確認内容※

検査
方法

変更
有無※

関連図書※

等級

高齢者等への配
慮に関すること

共用階段

高齢者等

配慮対策

(共用部分)

等級３

Ａ、Ｂ

共用廊下

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

エレベーター

（幅員900㎜以上の傾斜路(勾配1/12以
下)と段が併設、又は、幅員1200㎜以上の
傾斜路（勾配1/15以下又は高低差80㎜
以下なら1/8以下））

Ａ、Ｂ



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 内装施工図 □ 特定寝室と同一階に便所、浴室配置 適 適

□ ホームエレベーター設置、かつ、 ・ ・
特定寝室と同一階に便所を配置 不適 不適
(ホームエレベーター出入口の幅750㎜以
上(通路より直進の場合650㎜以上))

□ 有 □ 内装施工図 □ 沓ずりと玄関外側の段差20㎜以下 Ａ、Ｂ 適 適

□ 沓ずりと玄関土間段差5㎜以下 Ａ、Ｂ ・ ・

□ 上がり框の段差110㎜以下 不適 不適
　　（接地階は180㎜以下）

□ 浴室出入口の単純段差20㎜以下 Ａ、Ｂ

・接地階のバルコニー出入口段差

□ 単純段差180㎜以下

□ 単純段差250㎜以下、かつ手摺設置

□ またぎ段差180㎜以下かつ手摺設置

・非接地階のバルコニー出入口段差

□ 単純段差180㎜以下

□ 有 □ 階段施工図 □ 階段幅750㎜以上 適 適

□ 階段幅1200㎜以上 ・ ・

□ 勾配6/7以下、かつ、 不適 不適
550㎜≦ 蹴上×２＋踏面≦650㎜

□ ホームエレベーター設置

□ 蹴込30㎜以下、かつ、蹴込板設置 Ａ、Ｂ

□ まわり階段以外の形式、かつ、最上

段の食込み無し、最下段の突出無し

□ 有 □ 内装施工図 □ 階段手摺の設置(勾配45°超は両側)

□ 該当無し

□ 階段手摺高700㎜～900㎜ 適 適

□ 該当無し ・ ・

□ 便所手摺設置 Ａ 不適 不適

□ 浴槽出入のための手摺設置 Ａ

□ 玄関手摺設置 Ａ

□ 脱衣室手摺設置 Ａ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

部屋の配置

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第六面）

高齢者等への配
慮に関すること

階段

高齢者等

(専用部分)

等級４

Ａ

段差

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

配慮対策

等級

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ

手摺 Ａ

Ａ、Ｂ

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 ・バルコニー転落防止のための手摺 適 適

□ 床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 腰壁から800㎜以上

　　　300㎜≦腰壁高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

腰壁高さ＜300㎜

・２階以上の窓転落防止のための手摺

□ 床面から800㎜(３階以上1100㎜)以上

650㎜≦窓台高さ＜750㎜(3階以上800
)□ 窓台から800㎜以上

　　　300㎜≦窓台高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

窓台高さ＜300㎜

□ 該当無し

・廊下・階段転落防止のための手摺

□ 床面・踏面先端から800㎜以上

　　　650㎜≦腰壁高さ＜800㎜

□ 腰壁から800㎜以上

腰壁高さ＜650㎜

□ 該当無し

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 有 □ 内装施工図 □ 最小有効幅780㎜以上 適 適

□ 柱等の箇所750㎜以上 ・ ・

□ 玄関出入口750㎜以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

□ 浴室出入口650㎜以上 Ａ、Ｂ

□ その他の出入口750㎜以上

（工事を伴わない撤去を含む）

□ 有 □ ＵＢ施工図
□

浴室は短辺の内法1400㎜以上、かつ、内
法面積2.5㎡以上

Ａ、Ｂ

□ 内装施工図
□

便所短辺の内法1100㎜以上、長辺1300
㎜以上（軽微な改造含む）

□ 便器の前方及び側方に500㎜以上

　（ドアの開放又は軽微な改造による長さ
を含む）

適 適

□ 便器の形式は腰掛式 Ａ ・ ・

□ 特定寝室内法面積12㎡以上 Ａ 不適 不適

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

高齢者等への配
慮に関すること

転落防止のため
の手摺

通路及び出入口
の幅員

等級

(専用部分)

等級４

高齢者等

配慮対策

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

寝室、便所　及び
浴室

Ａ、Ｂ

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第七面）

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 □ 手摺高さ700㎜から900㎜ Ａ、Ｂ 適 適

□ 転落防止手摺床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　　腰壁高さ＜650㎜

□ １階住戸

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 躯体図 □ 経路上の段差なし Ａ

□ 経路上の高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（幅員900㎜以上の傾斜路(勾配1/12以
下)と段が併設、又は、幅員1200㎜以上の
傾斜路（勾配1/15以下又は高低差80㎜
以下なら1/8以下））

□ 有効幅員1200㎜以上

□ 有効幅員1600㎜以上

□ 有 □ 階段施工図 □ 有効幅員1200㎜以上 適 適

□ 有効幅員900㎜以上 ・ ・

□ 有効幅員750㎜以上 不適 不適

□ 踏面240㎜以上、かつ

550㎜≦蹴上×２＋踏面≦650㎜

□ 蹴込30㎜以下、かつ、蹴込板設置 Ａ、Ｂ

□ 最上段の食込み無し Ａ

□ 最下段の突出無し Ａ

□ 手摺の設置700㎜～900㎜ Ａ、Ｂ

□
転落防止手摺段鼻から1100㎜以上
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　腰壁高さ＜650㎜

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

エレベーター □ 有 □ ＥＶ施工図 □ 出入口幅800以上 Ａ、Ｂ 適 適

□ かご奥行寸法内法1350㎜以上 Ａ、Ｂ ・ ・
□該当なし □ エレベーターホール1500角以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

□ 経路上の段差なし Ａ、Ｂ

□ 経路上の高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（幅員900㎜以上の傾斜路(勾配1/12以
下)と段が併設、又は、幅員1200㎜以上の
傾斜路（勾配1/15以下又は高低差80㎜
以下なら1/8以下））

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

(共用部分)

等級４

高齢者等

配慮対策

等級

性能表示
事項※

確認内容※

Ａ、Ｂ

高齢者等への配
慮に関すること

共用廊下

共用階段

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第八面）

関連図書※

Ａ、Ｂ

変更
有無※

検査
方法

判定結果

Ａ、Ｂ

検査
項目※



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 内装施工図 □ 特定寝室と同一階に玄関・便所・浴室 適 適
・食事室・脱衣室・洗面所を配置 ・ ・

□  ホームエレベーター設置、かつ、特定 不適 不適
寝室と同一階に便所・浴室を配置

□ (ホームエレベーター出入口の幅750㎜

以上(通路より直進の場合650㎜以上))

□ 有 □ 内装施工図 □ 沓ずりと玄関外側の段差20㎜以下 Ａ、Ｂ 適 適

□ 沓ずりと玄関土間段差5㎜以下 Ａ、Ｂ ・ ・

□ 上がり框の段差110㎜以下 不適 不適

□ 　　（接地階は180㎜以下）

□ 浴室出入口の単純段差5㎜以下 Ａ、Ｂ

□ バルコニー出入口段差は単純段差 Ａ、Ｂ

180㎜以下

□ 有 □ 階段施工図 □ 階段幅750㎜以上 適 適

□ 階段幅1200㎜以上 ・ ・

□ 勾配6/7以下、かつ、 不適 不適
550㎜≦ 蹴上×２＋踏面≦650㎜

ホームエレベーター設置

□ 蹴込30㎜以下、かつ、蹴込板設置 Ａ、Ｂ

□ まわり階段以外の形式、かつ、最上

段の食込み無し、最下段の突出無し

□ 滑り止め無し、又は滑り止めが Ａ

踏面と同一面

□ 段鼻の出無し（60°～90°の傾斜） Ａ

□ 有 □ 内装施工図 □ 階段手摺の両側設置

□ 該当無し

□ 階段手摺高700㎜～900㎜ 適 適

□ 該当無し ・ ・

□ 便所手摺設置 Ａ 不適 不適

□ 浴室出入・浴槽出入・浴槽内・洗場の Ａ

手摺設置

□ 玄関手摺設置 Ａ

□ 脱衣室手摺設置 Ａ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

高齢者等

等級

階段

手摺

部屋の配置

配慮対策

(専用部分)

等級５

高齢者等への配
慮に関すること

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ

　施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第六面）

段差

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 ・バルコニー転落防止のための手摺 適 適

□ 床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 腰壁から800㎜以上

　　　300㎜≦腰壁高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

腰壁高さ＜300㎜

・２階以上の窓転落防止のための手摺

□ 床面から800㎜(３階以上1100㎜)以上

650㎜≦窓台高さ＜750㎜

(3階以上800㎜)

□ 窓台から800㎜以上

　　　300㎜≦窓台高さ＜650㎜

□ 床面から1100㎜以上

窓台高さ＜300㎜

□ 該当無し

・廊下・階段転落防止のための手摺

□ 床面・踏面先端から800㎜以上

　　　650㎜≦腰壁高さ＜800㎜

□ 腰壁から800㎜以上

腰壁高さ＜650㎜

□ 該当無し

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 有 □ 内装施工図 □ 最小有効幅850㎜以上 適 適

□ 柱等の箇所800㎜以上 ・ ・

□ 玄関出入口800㎜以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

□ 浴室出入口800㎜以上 Ａ、Ｂ

□ その他の出入口800㎜以上

（工事を伴わない撤去を含む）

□ 有 □ ＵＢ施工図 □ 浴室は短辺の内法1400㎜以上、 適 適
かつ、内法面積2.5㎡以上 ・ ・

□ 内装施工図 □ 便所短辺の内法1300㎜以上 不適 不適
（工事を伴わない撤去を含む）

□ 背壁から便器先端＋500㎜以上

　　（工事を伴わない撤去を含む）

□ 便器の形式は腰掛式 Ａ

□ 特定寝室内法面積12㎡以上 Ａ、Ｂ

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

高齢者等への配
慮に関すること

転落防止のため
の手摺

通路及び出入口
の幅員

高齢者等

配慮対策

等級

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

寝室、便所　及び
浴室

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｃ

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第七面）

(専用部分)

等級５

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 手摺施工図 □ 手摺高さ700㎜から900㎜ Ａ、Ｂ 適 適

□ 転落防止手摺床面から1100㎜以上 ・ ・
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜ 不適 不適

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　　腰壁高さ＜650㎜

□ １階住戸

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 躯体図 □ 経路上の段差なし Ａ

□ 経路上の高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（幅員1200㎜以上の傾斜路(勾配1/12以
下)と段が併設、又は幅員1200㎜以上の
傾斜路(勾配1/15以下又は高低差80㎜
以下なら1/8以下)）

□ 有効幅員1400㎜以上

□ 有効幅員1600㎜以上

□ 有 □ 階段施工図 □ 有効幅員1200㎜以上 適 適

□ 有効幅員900㎜以上 ・ ・

□ 有効幅員750㎜以上 不適 不適

□ 勾配7/11以下、かつ

550㎜≦蹴上×２＋踏面≦650㎜

□ 蹴込20㎜以下、かつ、蹴込板設置 Ａ、Ｂ

□ まわり階段以外の形式、かつ、最上

段の食込み無し、最下段の突出無し

□ 滑り止め無し、又は滑り止めが踏面と同
面

Ａ

□ 段鼻の出無し（60°～90°の傾斜） Ａ

□ 手摺を両側に設置700㎜～900㎜ Ａ、Ｂ

□
転落防止手摺段鼻から1100㎜以上
650㎜≦腰壁高さ＜1100㎜

□ 転落防止手摺腰壁から1100㎜以上

　　腰壁高さ＜650㎜

□ 手摺子内法110㎜以下

□ 該当無し

□ 有 □ ＥＶ施工図 □ 出入口幅800㎜以上 Ａ、Ｂ 適 適

□ かご奥行寸法内法1350㎜以上 Ａ、Ｂ ・ ・
□該当なし □ エレベーターホール1500㎜角以上 Ａ、Ｂ 不適 不適

□ 経路上の段差なし Ａ、Ｂ

□ 経路上に高低差なし

□ 経路上の高低差あり

（幅員1200㎜以上の傾斜路(勾配1/12以
下)と段が併設、又は幅員1200㎜以上の
傾斜路(勾配1/15以下又は高低差80㎜
以下なら1/8以下)）

※ （第五面）（第六面）（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

高齢者等への配
慮に関すること

共用廊下

共用階段

高齢者等

(共用部分)

等級５

等級

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

Ａ、Ｂ

エレベーター

配慮対策

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第八面）

性能表示
事項※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

検査
項目※

変更
有無※

関連図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 施工図 □ 戸・ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ 適 適

□ 製作図 □ 錠の数・性能・仕様・設置状態 Ａ、Ｃ ・ ・

□ 対策あり □ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ 不適 不適

□ 雨戸等含む
□ その他

□ 開口部なし

□ 有 □ 施工図 □ サッシの性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ 製作図 □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ □ 戸・ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

継続 □ 錠の数・性能・仕様・設置状態 Ａ、Ｃ

□ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ 適 適

・ ・

□ 対策あり □ 有 □ 施工図 □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ 不適 不適

□ 雨戸等含む □ 製作図 □ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ その他

□ 開口部なし

□

□ 有 □ 施工図 □ サッシの性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ 製作図 □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ 戸・ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ 錠の数・性能・仕様・設置状態 Ａ、Ｃ

□ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ 適 適

□ 対策あり ・ ・

□ 雨戸等含む □ 有 □ 施工図 □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ 不適 不適

□ その他 □ 製作図 □ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ 開口部なし

□ 有 □ 施工図 □ 開口部の位置 A,B,C
□ 製作図 □ サッシの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ 対策あり □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ 雨戸等含む □ 戸・ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ
□ その他 □ 錠の数・性能・仕様・設置状態 Ａ、Ｃ 適 適

□ 開口部なし □ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ ・ ・

□ 有 □ 施工図 □ 開口部の位置 A,B,C 不適 不適

□ 製作図 □ ガラスの性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ 雨戸等の性能・施工状態 Ａ、Ｃ

□ 有 □ 施工図 □ 開口部の大きさ A,B,C 適 適

□ 製作図 ・ ・

不適 不適

防犯に関することについては、メゾネット等で1住戸に2以上の階がある場合には、階ごとに本欄を作成する。

［区分ｂ(ⅱ)］

メゾネット
(　　 階)

侵入防止

対策

(　　 階)

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第九面）

住戸タイプ名称

検査対象住戸番号

開
閉
機
構
な
し

又は共用階段）

防犯に関すること 住戸の出入口

［区分ａ］

外部からの接近

が比較的容易

開口部

開
閉
機
構
あ
り

開口部

開
閉
機
構
な
し

開
閉
機
構
あ
り

外部からの接近

が比較的容易

な開口部

［区分ｃ］

(バルコニー等）

その他の開口部

開
閉
機
構
な
し

開
閉
機
構
あ
り

評価対象外の

な開口部

［区分b･b(ｉ)］

(共用廊下又は

建物出入

の存する階

の住戸

性能表示
事項※

検査項目
※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

変更
有無※

関連
図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　    　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　    　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 端部拘束条件　（　  　　辺） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　    　　　　） Ｃ

□ 等級3 □ 直接床構造

□ 等級2 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級1 □ 発砲プラスチック系下地構造

（上階） □ 該当なし □ その他

受音室の面積 Ａ、Ｃ

□ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　     　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　    　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　    　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 端部拘束条件　（　  　　辺） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　    　　　　） Ｃ

□ 等級3 □ 直接床構造

□ 等級2 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級1 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 該当なし □ その他

受音室の面積 Ａ、Ｃ

□ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　     　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　    　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　    　㎜） ・ ・
（下階） □ 等級5 □ 端部拘束条件　（　  　　辺） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　    　　　　） Ｃ

□ 等級3 □ 直接床構造

□ 等級2 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級1 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 該当なし □ その他

受音室の面積 Ａ、Ｃ

□ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　     　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　    　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　    　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 端部拘束条件　（　  　　辺） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　    　　　　） Ｃ

□ 等級3 □ 直接床構造

□ 等級2 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級1 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 該当なし □ その他

受音室の面積 Ａ、Ｃ

□ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　     　　　　） Ａ、Ｃ

※ （第六面）は選択した等級のページに記入すること。

Ｃ

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最高）

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最低）

（最高）

対策等級

□選択

□否選択 Ｃ

上階界床 Ｃ

（最低）

変更
有無※

関連
図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

音環境に関するこ
と

重量床 上階界床 Ｃ

衝撃音

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第十面）

住戸タイプ名称

検査対象住戸番号

性能表示
事項※

検査項目
※

施工状況報告欄 施工状況確認欄



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 27㎝以上 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 20㎝以上 □ 直接床構造

□ 15㎝以上 □ 乾式二重床下地構造

□ 11㎝以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ その他 □ その他

（上階） □ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 27㎝以上 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 20㎝以上 □ 直接床構造

□ 15㎝以上 □ 乾式二重床下地構造

□ 11㎝以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ その他 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 27㎝以上 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 20㎝以上 □ 直接床構造

□ 15㎝以上 □ 乾式二重床下地構造

（下階） □ 11㎝以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ その他 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 躯体施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜）

□ ボイドスラブ　（　　　㎜）

□ 27㎝以上 □ 内装施工図 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 適 適

□ 20㎝以上 □ 直接床構造 ・ ・

□ 15㎝以上 □ 乾式二重床下地構造 不適 不適

□ 11㎝以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ その他 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

※ （第六面）は選択した等級のページに記入すること。

下階界床 Ｃ

（最低）

Ｃ

（最低）

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最高）

Ｃ

音環境に関するこ
と

相当スラブ
厚（重量床
衝撃音）

上階界床 Ｃ

（最高）

□選択 Ｃ

□否選択

上階界床 Ｃ

性能表示
事項※

検査項目
※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

変更
有無※

関連
図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第十面）

住戸タイプ名称

検査対象住戸番号



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 内装施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 直接床構造

□ 等級3 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級2 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 等級1 □ その他

（上階） □ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 内装施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 直接床構造

□ 等級3 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級2 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 等級1 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 内装施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 直接床構造

（下階） □ 等級3 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級2 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 等級1 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 内装施工図 □ 均質単板スラブ（　　　㎜） 適 適

□ ボイドスラブ　（　　　㎜） ・ ・

□ 等級5 □ 受音室名　（　　　　　　　　） Ｃ 不適 不適

□ 等級4 □ 直接床構造

□ 等級3 □ 乾式二重床下地構造

□ 等級2 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 等級1 □ その他

□ 該当なし □ 内装仕上表 □ 床仕上材　（　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 有 □ 認定書 ・北の開口部遮音等級表示 適 適

・ ・
・東の開口部遮音等級表示 不適 不適

北： 等級1 ・南の開口部遮音等級表示

東： 等級2

南： 等級3 ・西の開口部遮音等級表示

西： 該当なし

※ （第七面）は選択した等級のページに記入すること。

Ｃ

□T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

壁開口部） Ｃ

□T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

□選択 Ｃ

□否選択 □T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

Ｃ

透過損失 開口部 Ｃ

等級（外 □T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最高）

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最低）

（最高）

対策等級

□選択 Ｃ

□否選択

上階界床 Ｃ

（最低）

変更
有無※

関連
図書※ 確認内容※
検査
方法

判定結果

音環境に関するこ
と

軽量床 上階界床 Ｃ

衝撃音

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第十一面）

性能表示
事項※

検査項目
※

施工状況報告欄 施工状況確認欄



検査方法―Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

その２．住戸評価用 ※の欄を工事施工者が記入のこと

一次 ニ次

□ 有 □ 内装施工図 □ 受音室名（　　　　　　　　　）　　 適 適

・ ・

□ 30dB以上 □ 直接床構造 不適 不適

□ 25dB以上 □ 乾式二重床下地構造

（上階） □ 20dB以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 15dB以上 □ その他

□ その他 □ 内装仕上表 □ 床仕上材（　　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 該当なし □

□ 有 □ 内装施工図 □ 受音室名（　　　　　　　　　）　　 適 適

・ ・

□ 30dB以上 □ 直接床構造 不適 不適

□ 25dB以上 □ 乾式二重床下地構造

□ 20dB以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 15dB以上 □ その他

□ その他 □ 内装仕上表 □ 床仕上材（　　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 該当なし □

（下階） □ 有 □ 内装施工図 □ 受音室名（　　　　　　　　　）　　 適 適

・ ・

□ 30dB以上 □ 直接床構造 不適 不適

□ 25dB以上 □ 乾式二重床下地構造

□ 20dB以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 15dB以上 □ その他

□ その他 □ 内装仕上表 □ 床仕上材（　　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 該当なし □

□ 有 □ 内装施工図 □ 受音室名（　　　　　　　　　）　　 適 適

・ ・

□ 30dB以上 □ 直接床構造 不適 不適

□ 25dB以上 □ 乾式二重床下地構造

□ 20dB以上 □ 発砲プラスチック系下地構造

□ 15dB以上 □ その他

□ その他 □ 内装仕上表 □ 床仕上材（　　　　　　　　　） Ａ、Ｃ

□ 該当なし □

開口部 □ 有 □ 認定書 ・北の開口部遮音等級表示

・東の開口部遮音等級表示 適 適

・ ・

北： 等級1 ・南の開口部遮音等級表示 不適 不適

東： 等級1

南： 等級1 ・西の開口部遮音等級表示

西： 等級1

※（第七面）は選択した等級のページに記入すること。

Ｃ

□T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

壁開口部） Ｃ

□T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

□選択 Ｃ

□否選択 □T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最低）

Ｃ

透過損失 Ｃ

等級（外 □T-1・□T-2・□T-3・□T-4・□その他

□否選択
上階界床 Ｃ

（最低）

Ｃ

下階界床 Ｃ

（最高）

確認内容※
検査
方法

判定結果

音環境に関するこ
と

軽量床衝
撃音レベル
低減量（床
仕上構造）

上階界床 Ｃ

（最高）

Ｃ

□選択

施工状況報告書【竣工時】　　　　　　　　　（第十一面）

性能表示
事項※

検査項目
※

施工状況報告欄 施工状況確認欄

変更
有無※

関連
図書※
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